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 要旨  

本研究のタイトルは日本語の授業において、メデイアとしての歌利

用を、ジョグジャカルタムハッマデイヤ大学の日本語教育学科の二年生

（4学期生）に実施したことを記述的にまとめた研究である。本研究の大

切なポイントはジョグジャカルタムハッマデイヤ大学の日本語教育学科の

二年生に中上級聴解の授業にて、歌のメデイアを使用することである。 

まず、ジョグジャカルタムハッマデイヤ大学日本語教育学科の中上

級聴解ではどのように歌を使用するか。つぎに、歌を利用し、学生の反応

はどうであるかを探る。 

 本研究では、記述的方法を使う。データは授業参観とアンケート、

インタビューからとった。六つの歌を使用する。三つの歌は教師から、三

つの歌は学生から。授業で歌を使用することは、学生の反応には異論もあ

るが、一般的に学生の反応は良いものである。 
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1. 序論 

日本語において学習能力は四つある、たとえば作文、読解、聴解、

と会話である。日本語の授業に授業のメデイアは大切な事である。授

業のメデイアはたくさんがある。たとえばオーディオのメデイアであ

る。中上級聴解において、歌とニュースと「Minna No Nihongo」のオ

ーディオのメデイアを使う。しかし、ジョグジャカルタムハッマデイ

ヤ大学の日本語教育学科の 2016-2017 年度二年生に、歌のメディアを

中上級聴解授業にて使う。 

2016 年、ジョグジャカルタムハッマデイヤ大学の日本語教育学科

の研究のプロポーザル発表の結果、研究について歌のメデイア利用は

聴解授業にはなかった。ですから、研究者は聴解の授業において歌の

メデイア利用を行い、分析したいと考えた。 

この研究では、ジョグジャカルタムハッマデイヤ大学日本語教育学

科の中上級聴解ではどのように歌を利用するか。つぎに、歌を利用し、

学生の反応はどうであるかをさぐる。 

Tarigan（２００８：３１）は「聴解」とういうことは、情報を得

るためには、注意、理解、感謝、解釈が必要で、コミュニケーション

の目的は話し手が何を話したか理解することである。定性研究と定量

研究である。Widiastuti (2010)と Handayani (2011)と Kumalasari (2011)

と Kirana (2014)と Yuliyanti (2015) によって、歌のメデイア研究が行わ

れた。しかし、それらの研究については歌のメデイア利用に聴解がな

い。先行研究より、次の三つポイントができる。 

a. 歌のメデイアは一番オーディオのメデイアと関係し、聞き取りか

らである。Kirana(2014)によって、歌はドイツ語のような外国語の

習得に適切である。 

b. Widiastuti (2010)と Handayani (2011)と Kumalasari (2011)と Kirana 

(2014)と Yuliyanti (2015) によって、歌のメデイア研究は授業に効

果的である。 



c. しかし、Widiastuti (2010)と Handayani (2011)と Kumalasari (2011)と 

Kirana (2014)と Yuliyanti (2015) による先行研究によれば、もし、

情報がなければ、歌のメディア使用による応答は応答者からない。 

 

2. 本論 

a. データおよび研究の方法 

研究方法は定性的叙事的である。叙事的日本語の授業でジョグ

ジャカルタムハッマデイヤ大学の日本語教育学科の二年生の 4

学期に、歌のメディアを利用する場合の叙事的研究である。二

年生の答えについて歌のメデイア利用知る。研究の過程は研究

の以前、研究の実現、データの加工、結びである。研究のデー

タ収集はドキュメンテーションと観察とアンケートとインタビ

ューである。データの分析は六回のミーティングよりドキュメ

ンテーションと観察とアンケートとインタビューのデータであ

る。 

b. 分析の結果と考察 

教材にとって、歌は教師と学生が選択した。歌メデイアは六

回使用する、タイトルは違う。利用する歌は Lovin Life と風に

なる、なんでもないや、がけのうえのポニョ、Silhouette、

Change The World である。一回の使用で歌は三回プレーが

ある。 

学生によると、三回の使用だけで歌はとても難しいといわれ

ている。学生によって、五回と六回の使用で授業の活動はとて

もたのしかった。 

3. 結び 

この研究では、ジョグジャカルタムハッマデイヤ大学日本語教

育学科の中上級聴解ではどのように歌を利用したか、また、学生の



反応はどうであったかをさぐった。しかし、研究者は問題の分析の

研究をまだ調べ終わっていない。これに対して、歌のメディアを使

用することについては、全体的に学生の反応は良かった。 
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